























































Futoshi Watanabe : The Local Zine Isho and Mingei Movements in Kurayoshi



























































































































により，1946 年から 1948 年にかけて第 4 号まで刊
行された（写真 1）．1946 年 9 月に第 1 号，12 月に
第 2 号，翌年 3 月に第 3 号と立て続けに発刊，少し












































































写真 2　口絵（第 1 号）










































































































































































































































































































































































　『意匠』第 1 号を発行した当時，徳吉英雄 24 歳，
吉田たすく 24 歳，塩谷宗之助 23 歳，長谷川富三郎
36 歳，生田和孝 20 歳，福留章太 34 歳といった年
代であった．戦時下の苦境を経て，新たな社会建設
の熱意に溢れる青年たちである．年長者では，波田

















































前田寛治の死（1930 年，享年 33 歳），河本緑石の








































1 ）『意匠』第 2 号，第 3 号は本文の通り古書店で






























7 ）柳宗悦「編輯後記」，『工藝』117 号（1947），p. 
75．
8 ）前掲 6）, p. 143．
9 ）今村実「吉田たすく 人と芸術」『郷土作家シリー






















第 7 号（1982），pp. 11-28．
17）前掲 15），「京都高等工芸學校𦾔職員在職表」，
pp. 62-63．
18）前掲 15），p. 36．
19）宮島久雄「向井寛三郎の図案学」，『デザイン理
論』39 号（2000），pp. 85-98．
20）前掲 19），pp. 93-94．
21）「京都高等工藝学校」美術研究会編『京都工芸
繊維大学所蔵名品集 1902 年の好奇心』，光村推
古書院，2003．
22）中井金三「砂丘社の回顧（昭和 9 年）」『郷土作
家シリーズ No.4 中井金三と郷土美術の流れ』，倉
吉博物館，1978，p. 32．
23）大沢真一郎「サークルの戦後史」思想の科学研
究会編『共同研究　集団―サークルの戦後思想
史』，平凡社，1976，pp. 68-92．
24）入江繁樹「〈民藝〉の創造―1930 年代における
鳥取新民藝の実践をめぐって」，『デザイン理論』
57 号（2010），p. 40．
【附録】　『意匠』目次
第壱號
出發点／口繪（長谷川富三郎）／業魂（長谷川富
三郎）／こゝろだくみ（徳吉英雄）／肥後守（吉
田祐）／仁王さん（吉田きよし）／くろぼく社の
辯／特輯　愛用の品：灰色の火鉢（末次雨城），
きせるのこと（塩谷宗之助）／油壷（三好叢一路）
／志那焼きの灰皿（木福正）／土器（福井セツロー）
／農村工藝品展覺書（徳吉英雄）／自然の意匠と
人の意匠（宍戸包義）／あとがき
昭和二十一年九月二十一日　印刷
昭和二十一年九月二十三日　發行
編集　鳥取県倉吉町余戸谷町　徳吉英雄
印刷　鳥取県倉吉町瀬崎町　トミヤ印刷部
徳吉英雄　私刊
第弐號
口繪（吉田祐）／柳宗悦「美の國と民藝」より／
上神焼特輯：上神の丘に（大橋二郎）／上神に想
ふ（長谷川富三郎）／窯場より（山根藤一）／陶
丘（井上有紀男）／代點　各誌記事・口繪紹介／
愛用の品：我家の飯櫃（井上有紀男）／ペン談義
（野田英一）／小さなパイプ（小田幸子）／くろ
ぼく社便り：長谷川富三郎，吉田祐，徳吉英雄，
吉田きよし，浦川源市，吉川，大橋二郎，木福正，
井上有紀男，吉田正，塩谷宗之助，岡田潔，天田
達也，倉光幸夫，生田和孝，中村哲三，足立信市，
宍戸包義，宍戸昭典，前田俊雄，野田正人，中村
典雄／編輯後記
同人誌『意匠』と倉吉の民藝運動
83
昭和二十一年十一月二十九日　印刷
昭和二十一年十二月七日　發行
編集　倉吉町餘戸谷町　徳吉英雄
印刷　倉吉町宮川町　　新星社工房
徳吉英雄　私版
第参號
口繪：凧繪（部分）（三好平吉），版画 いろり（吉
田祐），合羽版 鍛冶（明倫國民学校児童）／野鍛
冶の家（長谷川富三郎）／特輯　愛用の品／唐片
墨（波田野幸二），飯茶碗（四宮守正），フォーク
（吉田正），矢立（木谷吐夢）／いかのぼり（久
米博武）／諸國工芸店　風土のたより／冬の夜ば
なし（徳吉英雄）／友へ（編輯後記に代えて）
昭和二十二年二月二十五日　印刷
昭和二十二年三月一日　発行
編輯兼発行人　鳥取縣倉吉町余戸谷町徳吉英雄
印刷人　鳥取縣倉吉町仲ノ町山﨑孝昌
徳吉英雄　私版　　頒價　十四円
第四號
口繪：版画 佛女歓喜頌（棟方志功），てまりの模
様，版画と詩 くちなわみたこ（吉田祐）／特輯：
蒲と藁（長谷川富三郎），作州の蒲工品を訪ねて（吉
田祐）／街の民芸品 絵と文（徳吉英雄）／特輯
　愛用の品：「天井筒」茶碗（棟方志功），かたく
ち（生田文子），重箱（福留章太），愛する物達（鈴
木尚夫），こわれた机（金山弘之）／工芸店　風
土のたより／かがり手まり（徳吉春）／民藝開眼
（徳吉英雄）／編輯後記
昭和二十三年三月十五日　印刷
昭和二十三年三月二十日　発行
編輯兼発行人鳥取縣東伯郡倉吉町余戸谷町徳吉英
雄
印刷所 鳥取縣東伯郡倉吉町余戸谷町構図荘
徳吉英雄　私版　　頒價　五十六円
